
宿泊施設滞在者専用ストレス電話相談事業
（宿泊者専用電話相談事業）
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事務局

東京都・東京都医師会
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～　宿泊中のみなさまへ　～

　　　　宿泊施設での生活に、不安やお悩みはありませんか？

　　　宿泊施設1灘篶熱轍瑠驚目的とした㎏ゴ鮎

　　　宿泊施設に長期間滞在していることへのご不安、心配事など

　　　　　様々なお悩みについて、お気軽にこ利用ください。

購灘雛灘x露me　N縢灘me　ue癬羅as麟as懸灘籔灘ew　as鱒藤ew麟ew灘騰雛as　as　tS　es　ec籔tW灘醗縷織ee鑛灘ue欝藩

：凱…・　　　どんなことでもこ相談ください　　1
濫　　　　　　※電話相談の状況に応じて医師による個別の電話対応を行います馨
ゆec欝ew灘me　me　ue膿灘繊es雛mu鑛ue　ew騰鰯as灘麟me　me欝懲灘as　ue　me　me　me　ue　ue　me驚懲欝ge　ee　as　mo灘ue　me　as　ee縢夢

携帯、スマー一トフォンからでもOK！

　　　　

●携帯、スマートフォンからでも通話料無料

●何度でも無料でこ利用いただけます

薩談盗 藩 いつでもご相談お待考しマいます 灘ys蕪

懸C｝・相談内容について、目的外使用1まいたしません．必要に応じて関係者と情報共有することがございまe．

○菓京都福祉保健局 1綬饗儀讃東京都医師会
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宿泊施設で療養中の新型コロナウイルス感染症患者 

専用ストレス電話相談の開始について 
 

 東京都では、新型コロナウイルス感染症の陽性患者のうち、入院治療が必要

ない軽症者や無症状者の方を、宿泊施設で受け入れています。宿泊施設での療

養中は、外部との接触ができない期間が長期にわたることもあり、その間のス

トレスケアが重要となります。 

そこでこの度、公益社団法人東京都医師会の御協力をいただき、都内宿泊施

設で療養中の方のストレスのケアを目的とした専用電話相談「宿泊施設滞在者

専用ストレス電話相談」を開始したので、お知らせします。 

 

１ 開始日時 

令和２年４月２７日（月曜日）午後１時００分 
 

２ 相談時間 

午後１時から午後５時まで（土曜日、日曜日、祝日を含む） 

 

３ 内容 

・都内の宿泊施設（※）で療養中の新型コロナウイルス感染症患者を対象 

に療養中のストレスについての相談を電話で受け付けます。 

  ・電話対応は、精神科医、臨床心理士、公認心理師などメンタルヘルスの 

   専門家が行います。 

  ・相談内容に応じ、別途、医師による個別の電話対応を行います。 

 

※４月２７日現在、以下の３施設 

東横ＩＮＮ東京駅新大橋前（中央区） 

東京虎ノ門東急ＲＥＩホテル（港区） 

イーストタワー（品川プリンスホテル）（港区） 

 

問合せ先 

（事業全般に関すること） 

福祉保健局障害者施策推進部精神保健医療課 八木、榎本 

電話番号  ０３－５３２０－４４６０、４４６１ 

都庁内線  ３３－１５０、３３－１５１ 

（電話対応等に関すること） 

東京都医師会 医療介護福祉課 

電話番号  ０３－３２９４－８８３５ 

 

令和２年４月２７日  

東京都新型コロナウイルス感染症対策本部 
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電話相談の流れ

【東京都】委託

【東京都医師会】

■電話相談窓口開設（３回線）

■相談受付（必要に応じて医師へ相談）

■個別相談（電話）※相談３回線活用

■相談内容集計・東京都へ報告（毎日）

【東京都】

（精神保健医療課）

【各宿泊施設等】

〇メールで集計状況を

連絡（※18時頃を目途）

〇メールで集計状況を

連絡（※18時頃を目途）

クラウド

閲覧

チラシ作成

■データ作成後、

都へ納品

（都で印刷・配布）

ポスター作成
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宿泊施設滞在者専用ストレス電話相談事業 

１．事業概要 

１．目的 

「宿泊施設滞在者専用ストレス電話相談」（以下「宿泊者専用電話相談事業」という。）は、

新型コロナウィルス感染症の無症状又は比較的軽症の患者のうち、東京都が実施する宿

泊施設での療養及び健康観察の対象となっている者に対し、感染していることへの不安

や宿泊施設において長期間に渡る生活を送ることに対するストレス等の悩みを軽減でき

る体制を確保することで、東京都における宿泊施設での療養及び健康観察の取組の充実

を図ることを目的とする。 

２．実施主体 

本事業の実施主体は東京都であるが、東京都を委託者とし、公益社団法人東京都医師会

を受託者となり実務を担当する。受託契約期間は、令和２年４月２４日から令和２年５月

２６日までとし、契約期間に変更が生じる場合は、委託者と受託者で協議の上、定めるも

のとする。 

３．利用対象者 

対象者は、新型コロナウィルス感染症の無症状又は比較的軽症の患者であり、東京都が

実施する宿泊施設での療養及び健康観察の対象となっている者（以下「宿泊施設利用者」）

とする。 

４．事業の内容 

  宿泊施設利用者の不安やストレス等の悩みを軽減するために、次に定める事業を実施 

する。 

(1)「宿泊施設滞在者専用ストレス電話相談」を設置し、専門相談員（精神科医師及び公認

心理師等の専門職）を置いて対応する。 

(2) 相談事項

相談内容は、宿泊施設における療養及び健康観察に起因する精神保健に関することす

る。 

(3) 相談体制

専門相談員は、３名体制とするとともに、必要に応じて精神医学に関する助言が得られ

るよう、精神科医師を１名配置することとする。

ア 専門相談員（電話相談対応） ３名

イ 精神科医師（電話相談対応、精神医学に関する助言） １名

(4) 相談に対する対応

相談に当たっては、対応マニュアル等に基づき助言や情報提供を行い、必要に応じ

てコロナウイルス感染症に関連する相談窓口やその他の関係機関等を紹介する。 
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２．本相談事業の特性 

本相談事業に取り組む東京都医師会「宿泊療養者メンタルサポートチーム」の特性をあげ

る。 

  

1．相談対象者は、医療職が配置されているホテルに居住する療養者であることから、従

来のこころの電話相談や自殺相談ダイヤルと異なり、相談を受ける側として、精神科医を

常時配置し、直接電話相談に応じるほか、相談担当心理専門職に対するアドバイス、トリ

アージ等を担当する。 

 2．相談者からの希望や精神科医が必要と判断した場合は、原則、担当者を決めて継続的

に相談を受ける。相談担当者がころころと変わらないこと。 

 3．宿泊施設を担当する配置医師、スタッフとの連携を密として、互いの情報共有を図る。

日ごとに状況を報告する体制。 

 4．電話相談を受けるカウンセラーは臨床心理士等の有資格者であり、医療機関での職務

経験のあるものを選抜している。よって、精神疾患について理解も深い心理職である。 

 ５．フリーダイヤルを使用し、相談者側の電話代負担がかからない。 

 ６．従来の「電話相談センター」のように、事務所に相談スタッフを集めて業務遂行する

方式では、出務する際の感染の危険性や交通機関がストップした場合に相談業務が継続

できなくなる。現にそういった事態が発生している。本事業ではクラウド化することでそ

ういったリスクを回避している。 

 

 以上、東京都医師会「宿泊療養者メンタルサポートチーム」は医師会という医師の専門家

集団の強みを生かした精神科医療「前置」の相談システムを構築することで、非常事態宣言

下の「宿泊療養」という誰もが経験したことのない環境・条件下におかれた「宿泊施設滞在

者」のメンタル面のサポートをしっかりと支えていきたい。 
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